古典を読む自由を！

インターネット電子図書館、青空文庫が進める

「著作権保護期間延長反対署名」へのご協力をお願いします。
青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）では、夏目漱石や、芥川龍之介、太宰治などの作品を、誰でも自由に読むことができます。

この「自由」は、作品を保護する期間に定めをもうけ、そこから先は、利用を積極的に促そうと決めている、著作権制度のたまものです。

ところが、これまでは死後50年までとされてきた保護期間を、死後70年に延長しようとする検討が、一部の権利者団体と、米政府の要求を受けて始まりました。

私たちすべてに認められてきた古典に親しむ「自由」の範囲を、延長は、より古い側に20年分追いやり、せばめてしまいます。

「それは望ましくない」と考え、青空文庫は「著作権保護期間の延長を行わないよう求める請願署名」を始めました。

延長反対を訴えるページ（http://www.aozora.gr.jp/shomei/）では、反対の理由をより詳しく説明し、ビデオによる呼びかけも行っています。

署名用紙を同封しました。趣旨に賛同していただけるなら、是非、力を貸してください。

あなた自身とご家族、身の回りの方から署名を集めて、2007年4月末日までに、用紙の右下に示された宛先に送ってください。また、お知り合いにこの活動を紹介して、署名の輪を広げてください。

日本に住んでいる人であれば、年齢、国籍は問いません。未成年、外国籍の方にも、書いてもらえます。日本国籍があれば、外国に住んでおられる方のものも有効です。

ただし、署名は必ず、日本語による、自筆の手書きでお願いします。

署名用紙は、コピーしたものでもかまいません。

上記ページ（http://www.aozora.gr.jp/shomei/）には、パソコンで印刷できるファイルが置いてあります。

古典を読む自由を狭めれば、文化の土台が細ります。

明日の社会の足腰固めに、あなたの力を貸してください。
